早稲田の杜 通信　　　　　　２０２３年９月号　
私が、十代のとき在籍していた、高校の校歌に次のようなものがありました。

「眞金（まがね）や溶けん夏の日も膚（はだえ）や裂けん冬の夜も、自覚の眼（まなこ）生くるとき努め励みてわれらたゆまじ」
はっきりとは覚えていませんが、このような歌詞だったと思います。

　旧制中学時代から受け継がれた伝統ある校歌だったようで、令和の今の時代まで生き残っているか不明ですが、夏の終わりがいつになるのか見通せないこの暑さが続くと、オーバーとも思える「眞金（まがね）や溶けん」の表現が、なぜか真に迫って感じられます。
秋の気配を早く感じたいものです。
　
いよいよ二学期の開始です。毎年、同様のことを書いているのですが、二学期は一学期とは比べものにならないほど極めて重要な時期です。
二学期の開始時期はそれほど差が感じられなかった学力ですが、二学期も終わりに近づくと大きく開いてしまっている塾生たちの姿を数多く見てきました。
二学期に学ぶ内容は、ほとんどの科目で一学期とは比べものにならないほど難しくなるものが多く、一学期、甘い取り組みでも何とかなった人が、同じ感覚で二学期に臨むと、後日、こんなはずではなかったと後悔させられます。そうならないためには、二学期の開始にあたり、一学期の自分を振り返ることが、まず大切です。

これまでの経験値から判断して、二学期、伸びる生徒と伸びない生徒を比べると、その違いを生み出す根本的な要因としてあげられるのは、自分自身の弱点をどれだけ認識し、把握し、それを克服するための努力をどれほど積み重ねられたかどうかです。
弱点のないほぼパーフェクトな人がいることは確かです。が、大半は、ここが苦手、あそこが苦手など、どこかしらに弱点を有しているはずです。　
その弱点から目をそむけて得意分野ばかり取り組む人がいます。しかし、これでは、得意分野は伸ばせても、苦手分野はますます苦手になっていくばかりで、最終的には、入試などで自分の首を絞める結果になりかねません。正直、こうした人が多いのが事実です。
これまで数多くの受験生を送り出してきましたが、自分が本当に入りたいと願っている学校に入れた人の勉強への取り組みは、まず、自分の弱点を弱点として自覚しそれを克服するための努力を最優先課題とし、日々怠らなかった点にあります。
苦手科目を苦手科目のままで放置せずそれを克服し、得意科目はさらに伸ばすことにより、バランスのとれた総合力が育ちます。このバランスの取れた総合力は、入試などである科目にミスが生じた場合でも、十分にそれをカバーしてくれる役割を果たしてくれます。
自分の弱点から逃げるな！立ち向かえ！　これができるかどうかが二学期を左右します。
